
明
治
初
期
に
お
け
る
千
葉
県
監
獄
の
展
開

兒

玉

圭

司

一

は
じ
め
に

二

千
葉
県
成
立
以
前
に
お
け
る
刑
事
施
設
の
状
況

三

千
葉
県
成
立
後
に
お
け
る
動
向
と
、
そ
の
特
色

四

結
語

一

は

じ

め

に

明
治
一
〇
年
二
月
、
千
葉
県
は
県
下
の
「
各
大
区
出
張
所
」
と
「
判
任
官
」
に
宛
て
て
、『
県
治
実
践
録
』
を
下
附

１
）

し
た
。
こ
れ
は
、

千
葉
県
令
の
柴

２
）

原
和
が
、
県
政
の
指
針
を
示
す
目
的
で
明
治
八
年
に
著
し
た
『
県
治

３
）

方
向
』
に
つ
づ
い
て
、「
嘗
テ
践
行
セ
シ
所
ノ
事

跡
ヲ
筆
記
シ

テ
一
小
冊
ト

４
）

ナ
シ
」
た
も
の
で
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
、
当
時
の
千
葉
県
政
に
お
け
る
重
要
課
題
と
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
一
書
で
あ
る
。
そ
し
て
同
書
で
は
、『
県
治
方
向
』
に
は
言
及
の
な
か
っ
た
「
監
獄
ノ
事
」
に
つ
い
て
も
一
章
が
割
か
れ
て
い
る
。

管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
、
監
獄
制
度
を
扱
う
研
究
の
中
で
そ
の
全
文
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
該
当
箇
所
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を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

監
獄
ノ
事

凡
ソ
待
遇
ノ
難
キ
ハ
罪
囚
ヨ
リ
難
キ
ハ
ナ
シ
之
ヲ
待
ツ
事
厳
ニ
過
ク
ル
ヤ
怨
恨
ノ
余
其
良
心
ヲ
失
ハ
シ
メ
遂
ニ
改
悪
帰
善
セ
シ
ム
ル

懲
治
ノ
功
用
ヲ
併
テ
亡
滅
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
反
獄
兇
暴
ノ
悪
逆
ヲ
重
ネ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
之
ヲ
待
ツ
事
寛
ニ
流
ル
ル
ヤ
粗
暴
ノ
囚

ハ
獄
則
ヲ
犯
シ
姦

ノ
徒
ハ
労
役
ヲ
避
ケ
其
終
リ
ヤ
脱
監
逃
走
ス
ル
モ
ノ
踵
テ
起
ル
故
ニ
寛
厳
ノ
際
最
モ
注
意
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ

ラ
ス
要
ス
ル
ニ
苛
酷
残
虐
ノ
所
為
ハ
痛
ク
之
ヲ
禁
絶
シ
端
正
淳
厚
ノ
気
象
ヲ
以
テ
之
ヲ
待
遇
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ
当
県
新
置
ノ
際
既
決

未
決
両
監
獄
ヲ
庁
下
寒
川
村
海
岸
ニ
築
ク
爾
来
満
三
年
余
ヲ
経
タ
リ
而
シ
テ
平
常
未
決
囚
大
率
弐
百
名
既
決
囚
ハ
五
百
名
ニ
内
外
ス

其
人
員
亦
少
シ
ト
セ
ス
又
上
総
国
天
羽
郡
佐
貫
下
総
国
匝
瑳
郡
八
日
市
場
両
地
ニ
各
已
決（
末ママ
決）
両
監
獄
ア
レ
ト
モ
懲
役
百
日
以
下
ノ

囚
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
其
監
ノ
局
面
太
タ
大
ナ
ラ
ス
繫
囚
モ
両
監
ヲ
合
セ
テ
常
ニ
百
五
拾
名
ニ
上
ラ
ス
下
総
国
葛
飾
郡
加
村
監
獄
ハ

九
年
十
一
月
中
之
ヲ
廃
ス

両
地
ノ
事
ハ
姑

ク
之
ヲ
舎
ク
夫
罪
囚
待
遇
ハ
古
来
太
タ
酸
酷
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
啻
獄
吏
ノ
囚
ヲ
接
遇
ス
ル
苛
虐
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
獄
裏
ニ
モ
亦
若
干

ノ
弊
害
ア
リ
旧
居
ノ
囚
ハ
新
入
ノ
囚
ヲ
侮
蔑
虐
使
シ
剛
強
ノ
囚
ハ
柔
弱
ノ
囚
ヲ
厭
抑
挫
摧
シ
テ
無
量
ノ
疾
苦
ヲ
与
ヘ
シ
コ
ト
ヲ
回
顧

ス
ル
ニ
人
ヲ
シ
テ
悚
然
タ
ラ
シ
ム
和
深
ク
此
弊
ヲ
悪
ミ
先
ツ
獄
吏
ハ
温
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
択
ヒ
粗
暴
ノ
処
置
ヲ
禁
止
シ
繫
囚
ハ
監
守
ヲ

厳
密
ニ
シ
旧
新
剛
柔
侮
蔑
挫
摧
ス
ル
ノ
行
状
ヲ
防
遏
シ
テ
宜
ク
疾
苦
ヲ
抱
カ
シ
メ
サ
ラ
ン
ト
注
念
セ
リ
然
レ
ト
モ
積
習
ノ
久
キ
容
易

洗
滌
シ
難
ク
漸
ク
今
日
ニ
至
リ
稍
其
趣
旨
ノ
貫
徹
シ
タ
ル
ヲ
観
ル
ナ
リ
中
ニ
就
キ
既
決
囚
ノ
如
キ
ハ
監
内
公
役
ヲ
授
ク
ル
方
法
未
タ

完
全
セ
サ
ル
カ
為
メ
ニ
止
ヲ
得
ス
多
ク
ハ
外
役
傭
工
ニ
従
ハ
シ
ム
故
ニ
最
モ
取
締
ニ
難
ン
ス
其
外
役
先
ヨ
リ
逃
走
ス
ル
モ
ノ
毎
年
或

ハ
三
五
名
ア
ル
ヲ
見
ル
是
注
意
ノ
至
ラ
サ
ル
ニ
由
ル
ト
雖
モ
彼
ノ
械
具
ヲ
厳
ニ

着
シ
テ
監
内
ニ
苦
役
ス
ル
モ
尚
逃
走
ス
ル
モ
ノ
無

キ
ヲ
保
シ
難
シ
是
レ
外
形
ヲ
以
テ

制
ス
ル
ノ
末
事
タ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
抑
置
県
以
来
未
決
監
ヨ
リ
一
人
ノ
逃
亡
ス
ル
者
ナ
ク
既
決
囚
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ノ
外
役
先
ヨ
リ
数
人
逃
走
ス
ル
ア
ル
モ
随
テ
亡
ス
レ
ハ
随
テ
捕
ラ
ヘ
且
未
タ
反
獄
越
獄
ノ
暴
挙
ア
ル
ニ
遭
ハ
サ
ル
ハ
和
カ
望
外
ノ
幸

ニ
シ
テ
獄
吏
監
守
ノ
勉
励
ナ
ル
ト
彼
ノ
囚
心
ヲ
安
静
順
良
ニ
ス
ル
ノ
着
目
ヲ
遵
奉
ス
ル
ノ
力
多
キ
ニ
在
ル
ヘ
シ
ト
信
ス
ル
ナ
リ
既
決

囚
ハ
休
暇
日
必
ス
教
導
職
ヲ
引
キ
説
教
ヲ
聴
聞
セ
シ
メ
又
日
々
工
役
ノ
余
暇
ニ
於
テ
読
書
算
術
ヲ
習
ハ
シ
ム
爾
来
囚
心
ヲ
平
穏
ナ
ラ

シ
メ
且
事
業
ニ
勉
強
シ
改
悪
帰
善
ノ
端
ヲ
開
カ
シ
ム
ル
ノ
効
験
ア
ル
ヲ
観
ル
又
未
決
囚
ハ
惘
然
曠
日
ノ
苦
ヲ
慰
シ
且
前
非
悔
悟
ノ
念

ヲ
発
生
セ
シ
メ
ン
為
ニ
修
身
勧
善
ノ
事
ヲ
論
ス
ル
書
籍
ヲ
与
ヘ
通
読
セ
シ
ム
只
夫
ノ
既
決
監
内
工
役
ノ
方
法
未
タ
完
全
セ
サ
ル
ヲ
以

テ
適
一
授
業
ヲ
工
役
ニ
試
ミ
ル
モ
得
失
償
ワ
サ
ル
モ
ノ
多
シ
然
レ
ト
モ
役
囚
ニ
工
業
ヲ
授
ク
ル
ハ
監
内
経
済
ノ
用
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
囚
人

ヲ
シ
テ
満
期
放
免
ノ
日
授
産
ノ
基
本
ヲ
立
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
自
然
良
心
ニ
復
シ
一
方
取
締
筋
ニ
関
シ
テ
其
益
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以

テ
鋭
意
着
手
漸
次
其
功
ヲ
収
メ（
ソママ
ト）
ス
而
シ
テ
又
此
ニ
一
事
太
タ
注
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
囚
人
ノ
健
康
ヲ
保
全
ス
ル
ノ
方
法
ナ
リ
和
蚤

ト
ニ
深
ク
此
ニ
配
慮
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
旧
木
更
津
県
ニ
在
ル
ノ
日
監
内
ヲ
浄
潔
ニ
シ
テ
飲
食
被
服
臥
具
其
他
一
切
ノ
事
物
ニ
細
心
注

目
セ
シ
ニ
由
ル
カ
同
県
設
置
一
年
有
半
ノ
間
囚
人
ノ
牢
獄
内
ニ
一
人
ノ
病
死
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ス
当
時
獄
吏
ノ
如
キ
モ
此
事
ヲ
世

ニ
誇
称
シ
タ
リ
キ
当
県
設
置
以
来
モ
痩
死
ス
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
リ
シ
ニ
九
年
三
月
以
来
囚
人
窒
扶
斯
疾
ニ
感
染
シ
テ
死
ス
ル
モ
ノ
多
シ

又
海
岸
ニ
浜
シ
風
土
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
ヤ
眼
ヲ
患
ヘ
盲
ス
ル
ニ
至
ル
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ス
監
内
清
潔
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
飲
食
被
服
臥
具

其
他
注
意
セ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス
而
シ
テ
病
患
ノ
多
キ
実
ニ
痛
歎
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
故
ニ
病（
館ママ
ヲ）
新
築
シ
医
師
ヲ
精
選
セ
ン
ト
欲
シ
目
今

其
地
ヲ
卜
シ
病（
館ママ
新）
築
ノ
事
ヲ
其
筋
ヘ
稟
請
セ
ン
ト
ス
蓋
シ
益
マ
ス
其
保
全
ノ
術
ヲ
尽
ス
ノ
意
ニ
出
ル

５
）

ノ
ミ

こ
こ
に
は
、
明
治
初
期
の
地
方
官
が
何
を
意
識
し
て
監
獄
行
政
に
の
ぞ
み
、
ま
た
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
た
か
が
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
事
柄
を
も
っ
て
全
国
に
敷
衍
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の

千
葉
県
が
、
監
獄
の
運
営
を
重
要
な
行
政
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
本
書
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
制
度
改
革
を
進
め
て
い
た
こ
と
は
間
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違
い
な
い
。
こ
の
記
述
は
、
明
治
新
政
府
の
成
立
以
降
に
生
ま
れ
て
き
た
「
監
獄
」
と
い
う
新
た
な
制
度
に
対
す
る
地
方
官
の
視
点
を

確
認
で
き
る
点
で
、
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
近
年
、
明
治
初
期
に
お
け
る
地
方
監
獄
の
生
成
と
展
開
に
着
目
し
、
そ
の
実
態
解
明
に
も
取
り
組
ん
で

６
）

い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
明
治
初
期
に
形
成
さ
れ
た
地
方
監
獄
の
実
情
と
、
そ
こ
で
の
官
員
と
被
収
容
者
の
関
係
こ
そ
が
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
監

獄
制
度
の
統
一
や
、
こ
れ
を
支
え
る
思
想
、
さ
ら
に
は
西
欧
法
継
受
の
過
程
と
そ
の
本
質
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
切
り
口
に
な
る
と
考

え
て
い
る
た
め
で

７
）

あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
も
と
づ
く
事
例
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
千
葉
県
監

獄
の
展
開
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
色
を
抽
出
し
て

８
）
９
）

み
た
い
。

な
お
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
当
時
を
代
表
す
る
開
明
派
県
令
と
も
評
さ

10
）

れ
る
柴
原
和
と
い
う
個
性
が
お
よ
ぼ
し
た
影
響
や
、
近
世
以
来

の
人
的
・
制
度
的
な
連
続
性
の
有
無
を
検
討
し
、
さ
ら
に
は
千
葉
県
政
全
般
と
の
関
係
に
お
い
て
監
獄
行
政
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
、

同
県
の
監
獄
制
度
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
作
業
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
等
の
都
合
上
、
明
治
初
期
の
監
獄
行
政
そ
の
も

の
に
対
象
を
限
定
し
て
、
そ
の
動
向
を
追
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
。

二

千
葉
県
成
立
以
前
に
お
け
る
刑
事
施
設
の
状
況

本
章
で
は
、
千
葉
県
の
成
立
以
前
、
つ
ま
り
明
治
元
年
か
ら
明
治
六
年

11
）

六
月
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
県
下
の
刑
事
施
設
、
主
と
し
て

既
決
囚
収
容
施
設
の
置
か
れ
た
状
況
を
、
史
料
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
既
決
囚
を
一
定
の
施
設
に
隔
離
・
拘
禁
し
て

労
役
を
科
す
と
い
う
刑
罰
、
い
わ
ゆ
る
自

12
）

由
刑
は
、
明
治
初
期
に
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
刑
罰
に
対
応
す
る
施
設
の
設

置
と
運
営
こ
そ
が
、
地
方
官
が
新
た
に
直
面
し
た
課
題
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
千
葉
県
が
成
立

す
る
ま
で
の
行
政
区
画
の
変
動
、
お
よ
び
自
由
刑
に
関
す
る
基
本
法
令
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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ま
ず
、
行
政
区
画
の
変
動
で
あ
る
が
、
現
在
の
千
葉
県
域
に
は
明
治
四
年
の
段
階
で
二
県
二
二
藩
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
同
年

七
月
の
廃
藩
置
県
で
二
四
県
へ
と
改
置
さ

13
）

れ
た
。
そ
れ
が
さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
県
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
木
更
津
県
、

印
旛
県
、
新
治
県
の
三
県
へ
と
整
理
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
こ
の
時
に
置
か
れ
た
印
旛
県
・
新
治
県
に
は
、
現
在
の
茨
城
県
域
の
一
部
な
ど

が
含
ま
れ
て

14
）

い
る
）。
続
い
て
明
治
六
年
六
月
一
五
日
に
は
、
ま
ず
三
県
の
う
ち
木
更
津
県
と
印
旛
県
と
が
合
併
し
、
千
葉
県
が
成
立

15
）

し
た
。
そ
し
て
、
明
治
八
年
五
月
七
日
の
新
治
県
廃
止
に
伴
い
、
同
県
の
一
部
が
千
葉
県
に
編
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
旧
印
旛
県
の
一

部
地
域
を
茨
城
県
へ
移
管
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
県
域
が
ほ
ぼ
確
立
し
て

16
）

い
る
。

次
に
、
自
由
刑
に
つ
い
て
定
め
た
当
時
の
基
本
法
令
へ
も
言
及
し
て
お
く
と
、
ま
ず
最
も
重
要
な
法
令
と
し
て
、
明
治
三
年
一
二
月

に
頒
布
さ
れ
た
刑
法
典
「
新
律

17
）

綱
領
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
法
典
で
は
、
刑
罰
の
一
種
と
し
て
自
由
刑
の
特
徴
を
備
え
た
徒

刑
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
に
自
由
刑
が
採
用
さ
れ
る
法
的
根
拠
が
整
っ
た
。
な
お
、
同
法
典
が
実
際
に
国
内
全
域
で

施
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
た
も
の
の
、
廃
藩
置
県
が
実
質
的
に
完
了
し
た
明
治
五
年
初
頭
ま
で
に
は
、
多
く
の
府
県

で
徒
刑
の
執
行
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

18
）

い
る
。
次
い
で
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
明
治
六
年
六
月
に
公
布
さ
れ
、
翌
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
刑
法
典
「
改
定

19
）

律
例
」
で
あ
る
。
同
法
で
は
、
刑
罰
が
原
則
と
し
て
懲
役
刑
と
死
刑
と
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
い
た

っ
て
自
由
刑
は
刑
罰
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
一
方
で
、
明
治
六
年
三
月
に
「
現
今
懲
役
難
相
成
地
方
ニ

於
テ
ハ
其
施
行
方
ニ
付
苦
情
有
之
哉
ニ
相
聞
候
條
右
等
ノ
地
方
ノ
ミ
ハ
懲
役
場
取
広
ケ
候
迄
ハ
不
得
已
右
実
決
之
儀
不
苦

20
）

候
事
」
と
の

単
行
法
令
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
通
り
の
笞
杖
刑
の
執
行
も
引
き
続
き
容
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
治
元
年
以
降
、
千
葉
県
が

成
立
す
る
明
治
六
年
六
月
ま
で
の
期
間
は
、
各
府
藩
県
が
区
々
に
政
府
法
令
に
則
る
と
と
も
に
、
各
地
方
の
便
宜
に
し
た
が
っ
て
、
徒

刑
あ
る
い
は
懲
役
刑
と
呼
ば
れ
る
自
由
刑
を
段
階
的
に
採
用
し
て
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
た
と
理
解
で
き

21
）

よ
う
。

そ
う
し
た
理
解
の
も
と
、
ま
ず
は
明
治
四
年
一
一
月
以
前
に
、
現
在
の
千
葉
県
域
に
置
か
れ
て
い
た
二
四
県
の
状
況
を
み
て
み
た
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表１ 明治四年一一月以前における刑事施設の設置状況

藩県名 史 料 上 の 記 載 典 拠

館山県 捕亡三人牢番三人ヲ置ク（中略）其人員ノ如キハ囚

獄ノ多寡事ノ有無ニ依リ適宜増減スル事アリ

史一４ p

加知山県 本藩監倉牢舎ハ加知山邸内ニ之ヲ設ク 史一57p
未
決
囚
拘
禁
施
設

花房県 探索方拾壱名捕亡六名ヲ置ク（中略）囚獄ノ多寡ニ

ヨリ使部ノ内ヨリ人員ヲ増スコトアリ

牢番ハ定員ナシ附属ノ内ヨリ兼務ス

史一70p

桜井県 番人等ハ従来ノ侭捕縛方牢番罪人処分等ノ節ニ用フ

ル者トス

史一91p

久留里県 聴訟断獄勧農方（中略）社寺聴訟断獄ノ事ヲ判断シ

山林田宅囚獄ヲ管シ租税開拓駅逓水利戸籍ノ事ヲ判

断シ決ヲ知事ニ執ル

史一106p

一宮県 番人二人ヲ置キ（中略）徒場ヲ設ケ新タニ獄屋ヲ営

ナミ

史一186p

宮谷県 「囚獄掛」「徒罪掛」「牢番」 史一220p

松尾県 「牢屋番心得方」「徒刑場掲示」 史一307p

流以下所刑人員調 同四年（中略）徒 弐人 准流

壱人

史一310p
自
由
刑
関
連
の
施
設

鶴牧県 廃県ノ際未決囚三名已決囚一名木更津県エ交附ス

「牢舎人徒刑人従前賄方」

史一355p

鶴舞県 「徒刑場掛 弐人」「徒刑場上番 六人」「囚獄下掛

六人」

史一411p

菊間県 旧菊間県ノ徒場ヲ移シ之（木更津県徒場）ヲ増営ス 史二82p

佐倉藩 死罪以下笞罪以上の者を以て徒刑とし、軽きは赤き

衣をきせ五人を一伍として土木の役に用ふ。重きは

徒罪場を設けて締りを厳にし其内へ放ち置き、草履

藁鞋或は竹箒の類を作らしむ。

行397p

※（ ）内の記述はいずれも筆者が施した。「 」内は史料上に出てくる法令名や施設名・役職名な

ど。太字部分は、刑事施設の存在を示す手がかりである。

※典拠のうち、「史」は千葉県史編纂審議会編『千葉縣史料 近代篇 明治初期』の各巻を示し、続

く漢数字は巻数を意味する。「行」は財団法人刑務協会編『日本近世行刑史稿 下』。頁数は開始頁

のみを記載した。
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い
。
今
回
、
当
該
期
の
史
料
を
確
認
で
き
た
の
は
二
四
県
中
一
八
県
で
あ
り
、
こ
れ
ら
一
八
県
の
う
ち
一
二
県
に
つ
い
て
、
刑
事
施
設

の
存
在
を
示
す
記
述
を
み
て
と

22
）

れ
た
【
表
一
】。

徒
刑
」
や
「
徒
罪
」
の
執
行
、
も
し
く
は
既
決
囚
を
収
容
す
る
「
徒
刑
場
」、「
徒
場
」
の
存
在
な
ど
、
自
由
刑
の
採
用
を
う
か
が

わ
せ
る
記
述
が
あ
る
の
は
、
佐

23
）

倉
藩
を
は
じ
め
一
宮
、
宮
谷
、
松
尾
、
鶴
牧
、
鶴
舞
、
菊
間
の
各
県
で

24
）

あ
る
。
一
方
、
一
二
県
の
う

ち
、
残
る
館
山
、
加
知
山
、
花
房
、
桜
井
、
久
留
里
の
五
県
に
つ
い
て
は
、「
牢
番
」、「
監
倉
」、「
囚
獄
」
な
ど
と
い
っ
た
、
未
決
囚

の
拘
禁
が
推
測
さ
れ
る
役
職
名
・
施
設
名
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
由
刑
の
採
用
を
確
認
で
き
る
記
述
は
み
て
と
れ

25
）

な
い
。
史
料

上
の
制
約
も
あ
り
、
今
回
史
料
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
六
県
、
お
よ
び
未
決
拘
禁
施
設
の
存
在
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
五
県
に
つ
い

て
、
自
由
刑
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
の
は
早
計
だ
が
、
例
え
ば
加
知
山
県
で
は
、
県
下
の
刑
事
施
設
や
処
刑
方
法
に

関
す
る
史
料
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
中
に
「
徒
刑
」
へ
の
言
及
が
な
く
、
ま
た
明
治
三
、
四
年
の
処
刑
記
録
に
も
「
徒

刑
」
の
執
行
例
が
な
い
こ
と

26
）

か
ら
、
明
治
四
年
一
一
月
の
廃
県
ま
で
自
由
刑
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
、
明
治
四
年
の
段
階
で
、
安
房
・
上
総
・
下
総
地
域
の
各
県
に
お
け
る
自
由
刑
の
実
施
状
況
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
回
判
明
し
た
自
由
刑
の
実
施
状
況
を
地
図
上
で
確
認
し
て
み
る
と
、
安
房
お
よ
び
上
総
南
部
で
は
自
由
刑

の
実
施
を
う
か
が
え
る
例
に
乏
し
く
、
上
総
北
部
お
よ
び
下
総
に
は
自
由
刑
を
採
用
し
て
い
る
県
が
多
い
と
い
う
傾
向
が

27
）

あ
る
。

た
だ
し
、
例
え
ば
明
治
四
年
の
松
尾
県
の
処
刑
実
績
と
し
て
「
徒

弐
人
」「
准
流

28
）

壱
人
」
と
あ
り
、
ま
た
鶴
牧
県
に
関
し
て

「
廃
県
ノ
際
未
決
囚
三
名
已
決
囚
一
名
木
更
津
県
エ
交

29
）

附
ス
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総
じ
て
明
治
四
年
段
階
で
の
既
決
囚
は

ご
く
少
数
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
、
自
由
刑
を
め
ぐ
る
問
題
は
県
政
の
主
要
課
題
た
り
え
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
年
一
一
月
に
木
更
津
、
印
旛
、
新
治
の
三
県
へ
再
編
さ
れ
る
と
、
い
ず
れ
の
県
に
お
い
て
も
各
種
規
則
の
制
定
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や
刑
事
施
設
の
設
置
が
試
み
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
明
治
四
年
一
一
月
以
降
に
各
県
で
み
ら
れ
た

動
き
を
順
に
ま
と
め
つ
つ
、
自
由
刑
の
本
格

30
）

的
な
開
始
時
期
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

木
更
津
県
で
は
、
明
治
五
年
二
月
に
、「
未
決
囚
人
取
扱
規
則
」、「
懲
役
場
略
則
」、「
懲
役
人
申
渡
条
目
」
と
い
っ
た
各
種
規
則
を

定
め

31
）
32
）

て
い
る
。
こ
れ
ら
三
規
則
中
、「
未
決
囚
人
取
扱
規
則
」
に
つ
い
て
は
そ
の
典
拠
を
確
認
で
き
な
い
が
、「
懲
役
人
申
渡
条
目
」

は
、
東
京
府
の
「

33
）

徒
場
」
で
明
治
四
年
二
月
に
定
め
ら
れ
た
「
徒
人
ヘ
申
渡

34
）

條
目
」
と
条
文
の
配
列
お
よ
び
内
容
が
酷
似
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
木
更
津
県
が
自
由
刑
の
本
格
採
用
に
あ
た
っ
て
、
東
京
府
の
規
則
を
参
照
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、「
懲
役
場
略
則
」
で
は
、
東
京
府
と
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
条
文
が
あ
る
一
方
で
、
既
決
囚
一
人
あ
た
り
の
支
給
品
の
予

算
や
、
既
決
囚
の
識
別
方
法
に
関
す
る
規
定
な
ど
で
は
具
体
的
な
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
木
更
津
県
が

制
度
を
設
計
す
る
上
で
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な
制
度
や
物
価
な
ど
の
現
地
事
情
を
斟
酌
し
、
あ
る
い
は
東
京
府
の
規
則
か
ら
意
図
的
に

取
捨
選
択
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
施
設
面
で
は
、
明
治
五
年
一
一
月
に
は
じ
め
て
「
徒
場
」
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

「
未
決
監
」
を
新
設
し
て

35
）

い
る
。「
徒
場
」
の
設
置
理
由
と
し
て
、「
本
県
元
来
徒
場
無
之
置
県
之
初
最
寄
ノ
寺
院
ヲ
補
脩
シ
仮
ニ
徒
場

ヲ
設
ケ
廃
県
々
ヨ
リ
交
付
ス
ル
処
ノ
刑
人
ヲ
繫
留
セ
リ
爾
後
往
々
人
員
増
加
シ
且
監
護
ニ
便
ナ
ラ
サ
ル
ヲ

36
）

以
テ
」
建
設
し
た
旨
が
綴
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
更
津
県
は
遅
く
と
も
明
治
五
年
末
ま
で
に
、
自
由
刑
の
執
行
を
本
格
化
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

次
い
で
、
印
旛
県
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
印
旛
県
で
は
明
治
五
年
二
月
頃
に
、
獄
舎
の
「
掟
」、「
囚
人
給
与
規
則
」、「
牢
舎
人
規

則
」、「
獄
舎
門
戸
」
な
ど
の
諸
規
則
を
定
め
て

37
）

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
未
決
囚
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
刑
と
の
関
連
で

は
、
同
年
六
月
に
印
旛
郡
佐
倉
弥
勒
町
へ
「
徒
刑
場
」
を
設
置
し
た
と
の

38
）

記
述
が
初
出
で
あ
り
、
ま
た
翌
六
年
三
月
に
は
印
旛
郡
の

野
（々

木ママ
村）
に
「
懲
役
場
」
を
仮
設
し
て

39
）

い
る
。
同
県
が
六
年
五
月
に
起
案
し
た
文
書
中
に
、「
本
県
懲
役
人
共
儀
従
前
佐
倉
支
庁
ヘ
差

送
リ
使
役
候
処
追
々
多
人
数
相
成
同
所
而
已
ニ
テ
ハ
差
閊
候
間
今
般
県
下
加
村
ト
隣
候
流
山
村
ニ
於
テ
役
場
設
立
致

40
）

シ
候
」
と
あ
り
、
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こ
こ
に
い
う
流
山
村
の
「
役
場
」
が
「
懲
役
場
」
を
指
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
こ
と

41
）

か
ら
、
や
は
り
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、

自
由
刑
の
執
行
が
本
格
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同
県
は
明
治
六
年
に
「
懲
役
場
規
則
」
を
定
め
て
い
る
が
、
石
井
良
助

氏
は
こ
の
規
則
に
つ
い
て
、
当
時
、
柴
原
和
が
印
旛
・
木
更
津
両
県
の
権
令
を
兼
任
し
て

42
）

い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

印
旛
県
で
明
治
六
年
に
制
定
さ
れ
た
懲
役
場
の
制
の
ご
と
き
は
｜
内
容
は
木
更
津
県
の
そ
れ
と
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
か
ら
｜
お

そ
ら
く
は
木
更
津
県
で
の
懲
役
場
の
制
の
経
験
を
生
か
し
た
も
の
と
考
え
ら

43
）

れ
る
。

と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
石
井
氏
自
身
が
「
内
容
は
木
更
津
県
の
そ
れ
と
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
両
者
に
は
あ
ま
り
共
通
点
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
木
更
津
県
の
「
懲
役
場
略
則
」
と
「
懲
役
人
申
渡
条
目
」
は
、
前
者
が
現
場
の

官
員
に
向
け
て
処
遇
上
の
細
則
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
既
決
囚
に
対
す
る
注
意
事
項
を
示
し
た
も
の
で
、
明
確
に
そ
の
目

的
を
分
け
た
上
で
詳
細
な
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
印
旛
県
の
「
懲
役
場
規
則
」
は
既
決
囚
へ
向
け
て
注
意
事
項
を
列
挙
す
る
の

み
で
、
そ
の
他
の
史
料
を
含
め
て
も
、
木
更
津
県
に
お
け
る
「
懲
役
場
略
則
」
に
該
当
す
る
よ
う
な
処
遇
細
則
が
制
定
さ
れ
た
形
跡
を

う
か
が
え
な
い
。
さ
ら
に
、
明
治
六
年
五
月
に
印
旛
県
か
ら
大
蔵
省
へ
あ
て
て
出
さ
れ
た

44
）

文
書
の
中
に
既
決
囚
へ
の
支
給
品
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
木
更
津
県
と
の
共
通
点
は
見
出
せ
ず
、
む
し
ろ
木
更
津
県
に
比
べ
て
粗
削
り
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
、
伝
記
が
焼
失
し
て
い
る

45
）

た
め
、
印
旛
県
に
お
け
る
「
徒
刑
場
」
設
置
当
初
の
状
況
は
判
然
と
し
な
い
の
だ
が
、
同
施
設

が
置
か
れ
て
い
た
旧
佐
倉
藩
領
で
は
、
遅
く
と
も
明
治
二
年
か
ら
「
徒
罪
場
」
が
置
か
れ
、「
徒
刑
」
が
実
施
さ
れ
て

46
）

い
る
。
あ
く
ま

で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、「
懲
役
場
規
則
」
に
は
、
木
更
津
県
の
影
響
よ
り
も
、
現
地
に
お
け
る
伝
統
的
な
規
則
の
影
響
の
方
が

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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最
後
に
、
新
治
県
で
あ
る
。
同
県
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
の
職
制
中
、
庶
務
課
に
「
囚
獄
」、「
懲
役
」
の
両
係
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と

47
）

か
ら
、
す
で
に
明
治
五
年
段
階
で
自
由
刑
の
執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
執
行
を
開
始
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
自
由
刑
に
関
係
す
る
具
体
的
な
記
事
の
初
出
は
、
明
治
六
年
六
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
「
徒
場
」
の
設
置
、
お
よ
び

「
法
則
」
の
制
定
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

48
）

な
い
。
加
え
て
、
時
期
が
少
々
下
る
が
、
新
治
県
の
処
刑
者
数
が
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
明
治
六
年
の
処
刑
者
数
が
全
体
で
約
三
〇
〇
名
、
う
ち
徒
刑
一
四
名
、
流
刑
一
七
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
明
治

七
年
の
処
刑
者
数
は
全
体
で
一
八
六
三
名
、
う
ち
懲
役
が
一
九
七
名
、
准
流
が
一
三
名
と
な
っ
て

49
）

い
る
。
史
料
か
ら
判
明
す
る
限
り
に

お
い
て
、
新
治
県
で
自
由
刑
が
本
格
的
に
採
用
さ
れ
た
時
期
は
、
三
県
の
中
で
最
も
遅
い
明
治
六
年
以
降
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
徒
場
」
で
の
処
遇
を
定
め
た
「
法
則
」
は
全
十
条
と
簡
潔
で
、
木
更
津
県
、
印
旛
県
と
も
異
な
る
内
容
で
あ
る
上
、
一
部
を

除
い
て
政
府
の
法
令
に
も
準
拠
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
同
県
の
「
徒
場
」
が
設
置
さ
れ
た
土
浦
町
で
は
、
土
浦
藩
が
置
か
れ
て

い
た
天
保
年
間
（
一
八
四
〇
年
代
）
か
ら
「
徒
罪
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

50
）

お
り
、
新
治
県
に
つ
い
て
も
、
幕
末
以
来

の
伝
統
的
な
制
度
の
上
に
、
明
治
初
期
の
自
由
刑
が
あ
っ
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
四
年
一
一
月
以
降
、
現
在
の
千
葉
県
域
を
治
め
て
い
た
三
県
で
は
、
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
自
由

刑
を
本
格
的
に
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
処
遇
内
容
に
は
統
一
性
が
な
く
、
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
量
の
も
と
で
規
則
を
制
定

し
、
施
設
を
運
営
し
て
い
た
と
の
評
価
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
自
由
刑
の
採
用
に
あ
た
っ
て
木
更
津
県
が
東
京
府
の
規
則
を
参
照

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
一
方
で
、
印
旛
・
新
治
両
県
の
処
遇
が
何
を
典
拠
と
し
て
い
た
の
か
は
突
き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
両
県
の

置
か
れ
た
土
地
で
は
い
ず
れ
も
、
廃
藩
置
県
以
前
の
藩
政
期
に
徒
刑
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
る
。
今
後
、
幕
末
維

新
期
の
刑
政
と
置
県
以
後
の
刑
政
と
の
連
続
性
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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三

千
葉
県
成
立
後
に
お
け
る
動
向
と
、
そ
の
特
色

で
は
、
前
章
で
み
て
き
た
木
更
津
、
印
旛
、
新
治
の
三
県
を
母
体
と
す
る
千
葉
県
の
監
獄
制
度
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
千
葉
県
設
置
以
降
の
監
獄
制
度
に
つ
き
、
施
設
を
取
り
ま
く
状
況
お
よ
び
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
特
色
を
捉
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
千
葉
県
の
刑
事
施
設
が
置
か
れ
た
状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
千
葉
県
が
成
立
し
た
明
治
六
年
六
月
以
降
、
刑

事
施
設
の
存
廃
に
関
す
る
動
き
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
と
、【
表
二
】
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
は
、
千
葉
県
の
監
獄
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
事
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
年
代
ご
と
の
特
徴
と
し
て
、

明
治
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
は
区
裁
判
所
の
新
設
・
移
転
に
伴
う
施
設
の
改
廃
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
刑
事
施
設
の
所
在
が

ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
（【
表
二
】
の
参
考
欄
「
Ａ
」）。
さ
ら
に
、
明
治
一
〇
年
以
降
に
な
る
と
、
被
収
容
者
の
増
加
を
理
由
と
す

る
施
設
の
増
改
築
要
請
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
、
監
獄
の
近
隣
に
あ
る
寺
院
や
佐
倉
へ
既
決
囚
を
出
張
さ
せ
、
民
間
の
需

要
に
頼
っ
て
彼
ら
の
作
業
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
（【
表
二
】
の
参
考
欄
「
Ｂ
」）
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
被
収
容
者
数
の
推
移
と
も
一
致
し
て
い
る
。
以
下
、【
表
三
】
に
掲
げ
た
各
年
末
の
在
監
者
数
と
、
刑
事
施
設

に
関
す
る
動
向
を
対
照
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
明
治
七
年
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
の
在
監
者
を
み
て
み
る
と
、
既
決
囚
が
五
〇
〇
人

台
、
未
決
囚
が
二
〇
〇
人
台
前
後
と
、
変
動
と
し
て
は
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
明
治
一
〇
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
県
治

実
践
録
』
に
お
い
て
、「
平
常
未
決
囚
大
率
弐
百
名
既
決
囚
ハ
五
百
名
ニ
内

51
）

外
ス
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
と
も
一
致
し
、
当
時
の
千

葉
県
が
、
概
ね
こ
の
水
準
の
在
監
者
数
を
想
定
し
て
監
獄
制
度
を
設
計
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
一
〇
年
末

に
は
既
決
囚
が
七
四
六
人
へ
と
急
激
に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
以
後
、
明
治
一
二
年
末
に
か
け
て
増
加
を
続
け
て
い
る
。
明
治
一
〇
年
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表２ 刑事施設の存廃をめぐる動き

年 月 日 場所 種別 出 来 事 参考

１ M 6．９．30 寒川 既 千葉県設置に伴い既決監設置 A

２ M 6．10．５ 寒川 未 千葉県設置に伴い未決監設置 A

３ M 7．８ 寒川 既 懲役場建増のため敷地買い上げを求める

→M 7．10．20允許。M 8．６までに完了。

C

４ M 8．２．10 佐貫 両 区裁判所設置に伴い未決・既決両監設置を求める

→M 8．６．13允許。M 8．９．18設置。

A

５ M 8．12．13 寒川 既 既決囚の増加に伴い懲役場の新設を求める

→M 9．４．21允許。M10．６．23までに完成。

B

６ M 9．１．19 寒川 両 行刑場の用地を隣接地に求め、絞架器械を設置

→M 9．３．24允許。M10．６．20までに完成。

C

７ M 9．３．17 佐倉 既 伝染病予防のため既決囚を佐倉の旧已決監へ移送 C

８ M 9．４．28 八日 両 区裁判所設置に伴い未決・既決両監設置を求める A

市場 →M 9．６．29允許。M10．６．28までに完成。

９ M 9．５．29 寒川 未 未決囚の増加と衛生を考慮し未決監新設を求める

→M 9．６．15允許。M10．６．21までに完成。

B

10 M 9．11．17 加村 両 区裁判所廃止に伴い同所の未決・既決両監を廃止 A

11 M10．４．26 寒川 既 監獄用地の拡張を求める

→M10．６．11允許

C

12 M10．７．４ 佐倉 既 仮授産場を仮懲役場に換え、軽役囚100名を移送

→M10．８．31廃止。佐倉の施設は仮授産場に。

B

13 M10．７．18 寒川 既 既決囚の増加を原因として、周辺地の買上を求める

→M11．２．19允許

B

14 M10．10．１ 寒川 既 国事犯の移送に伴い、既決監の増設を求める

→M10．11．17允許。M11．４．10までに完成。

B

15 M10．12．１ 寒川 既 監獄用地の拡張を求める

→M10．12．28允許

C

16 M11．２．19 寒川 両 監獄併設の倉庫新築を求める

→M11．５．31允許

C

17 M11．２．25 千葉 既 既決囚の増加が原因で仮懲役場を設置 B

18 M11．４．23 佐倉 既 既決囚の増加が原因で監獄署佐倉支署・懲役場を設

置

B

19 M11．４．27 八日 未 未決監の屋根が損壊したため、修繕を求める C

市場 →M11．５．10允許

20 M11．５．31 寒川 既 既決監内への「暗室」新設を求める

→M11．６．13允許

C
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か
ら
一
二
年
に
か
け
て
相
次
い
だ
刑
事
施
設
の
増

改
築
要
求
が
、
事
実
と
し
て
急
増
す
る
被
収
容
者

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
数
字
の
上

か
ら
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
明
治
一
〇
年
か
ら
生
じ
た
被
収
容
者
の

増
加
、
と
り
わ
け
既
決
囚
の
増
加
は
何
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
全
容
は
判

然
と
し
な
い
が
、
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

九
州
臨
時
裁
判
所
で
処
断
さ
れ
た
国
事
犯
の
移
送

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
政
府
は
当

時
、
西
南
戦
争
を
は
じ
め
西
日
本
各
地
で
起
こ
っ

た
士
族
反
乱
な
ど
で
捕
縛
さ
れ
た
国
事
犯
を
、
各

府
県
の
監
獄
に
分
散
さ
せ
る
と
い
う
対
策
を
と
っ

て
お
り
、
千
葉
県
に
は
こ
の
う
ち
七
二
人
が
割
り

当
て
ら
れ
て

52
）

い
た
。
政
府
か
ら
移
送
の
通
知
を
受

け
た
千
葉
県
で
は
、
明
治
一
〇
年
九
月
二
三
日
に

「
現
在
ノ
囚
人
ニ
テ
モ
監
舎
狭
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
迚

モ
入
監
難
相
成
候
間
右
及
上
申
候
ト
コ
ロ
ノ
獄
舎

21 M11．６．25 寒川 既 既決囚の増加に伴い既決監の新築を求める

→M12．１．７不許可

B

22 M11．６．25 寒川 既 監獄周囲栅矢来の建設を求める

→M12．１．21允許。M12．12．18までに完成。

C

23 M11．６．26 馬加村 既 道路修繕に従事する既決囚のため、役囚溜所を設置 C

24 M11．８．９ 寒川 未 未決監の老朽化に伴い修繕を求める

→M11．９．11允許。M12．８．14までに完成。

C

25 M11．８．23 寒川 既 「禁獄舎」の新設を求める

→M12．１．21允許。M12．12．18までに完成。

C

26 M11．８．26 寒川 未 未決囚の増加に伴い物置場の監舎への改修を求める

→M12．２．17允許。M12．12．19までに完成。

B

27 M12．５．９ 今井 既 既決囚の増加が原因で仮懲役場を設置

→M12．９．15廃止

B

28 M12．６．23 寒川 既 既決囚の増加を原因として工役場設置を求める

→M12．９．４允許

B

29 M12．12．30 木更津 両 監獄署佐貫支署を廃して木更津支署を仮設 A

30 M13．６．26 貝淵 両 監獄署木更津支署を貝淵村へ新築し貝淵支署と改称 A

※典拠とした史料は、千葉県史編纂審議会ほか編『千葉縣史料 近代篇 明治初期』の各巻、および国

立公文書館所蔵『千葉県歴史 政治之部 監獄（明治六―一八年）』である。

※出来事欄のうち、末尾に「求める」とあるものは、いずれもその採否や予算措置について内務省へ伺

い出たことを示しており、日付には千葉県における起案日を記した。

※参考欄に関しては、裁判所・官庁の機構・管轄変更を主たる原因とするものに「A」を、その原因が

被収容者の増加にあると史料から確認できるものに「B」を、それ以外の原因を持つか、あるいは背

景が不明な出来事に関しては「C」を付した。
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建
設
之
御
指
令
済
落
成
迄
御
猶
予

53
）

之
義
」
を
申
し
立
て
、

申
請
中
の
獄
舎
建
築
が
承
認
さ
れ
て
監
獄
が
新
設
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
国
事
犯
の
移
送
を
延
期
す
る
よ
う
願
い
出
て

い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
と
入
れ
違
い
に
な
る
形
で
、
同
月

二
七
日
に
国
事
犯
七
二
名
が
千
葉
県
へ
到
着
し
て

54
）

い
る
。

国
事
犯
は
そ
の
ま
ま
千
葉
県
に
と
ど
め
ら
れ
て
「
最
寄
寺

院
」
で
処
遇
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

55
）

か
ら
、
明
治
九
年

末
か
ら
同
一
〇
年
末
に
か
け
て
の
既
決
囚
の
増
員
二
三
二

名
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
は
こ
れ
ら
国
事
犯
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
既
決
囚
増
加
の
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
が
、
長
期
受
刑
者
の
存
在
で
あ
る
。
明
治
一
〇

年
七
月
一
八
日
に
千
葉
県
が
起
案
し
た
文
書
に
は
、

懲
役
囚
即
今
ニ
至
リ
一
層
増
加
シ
目
下
居
房
ニ
差
支
候

ニ
付
（
中
略
）
役
囚
拘
役
一
年
以
上
ノ
モ
ノ
弐
百
名
ヲ

選
抜
シ
警
視
監
獄
ヘ
移
転
ノ
儀
及
上
申
候
処
本
月
四
日

難
被
聞
届
段
御
指
令
ノ
趣
モ
有
之

ト
差
支
候
ニ
付
猶

表３ 千葉県下の刑事施設における在監者数一覧

基 準 日
既 決 囚

男性 女性 合計

未 決 囚

男性 女性 合計

M 7．12．31 484 35 519 241 9 250

M 8．12．31． 574 22 596 229 13 242

M 9．12．31 493 21 514 182 10 192

M10．12．31 727 19 746 199 11 210

M11．12．31 869 20 889 219 1 220

M12．12．31 860 31 891 183 6 189

M13．12．31 772 30 802 98 6 104

M14．12．31 786 26 812 63 4 67

M15．12．31 642 32 674 225 8 233

M16．12．31 730 45 775 336 17 353

M17．12．31 886 40 926 212 12 224

M18．6．30 1262 53 1315 270 19 289

※明治一二年末までは、前掲『千葉縣史料 近代篇 明治初期』の各巻を典拠とし、明

治一三年以降については、前掲『千葉県歴史 政治之部 監獄（明治六―一八年）』

に拠った。
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役
囚
百
名
丈
ニ
テ
モ
当
分
警
視
局
懲
役
署
ヘ
移
転
ノ
儀
当
今
安
藤
中
警
視
ヘ
照
会
致
シ
居
候

56
）

次
第
（
傍
線
筆
者
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
〇
年
七
月
の
時
点
、
つ
ま
り
国
事
犯
た
ち
が
移
送
さ
れ
て
く
る
よ
り
も
前
の
段
階
で
、
懲
役
一
年
以
上
の

長
期
受
刑
者
が
少
な
く
と
も
二
〇
〇
名
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。「
改
定
律
例
」
に
定
め
ら
れ
た
一
〇
日
か
ら
終
身
ま
で
の

懲

57
）

役
刑
の
中
で
、
刑
期
が
一
年
以
上
の
既
決
囚
に
は
重
罪
を
犯
し
た
も
の
が
多
く
、
千
葉
県
は
そ
の
中
で
も
特
に
「
三
年
以
上
ヲ
役
ス

ル
囚
人
ノ
如
キ
ハ
四
方
ヘ
奔
走
駆
役
ス
ル
ハ
取
締
上
懸
念
不
尠
故
ニ
監
内
ニ
工
役
場
ヲ
設
授
業
ノ
方
法
ヲ
立
度
見
込

58
）

ニ
候
」
と
し
て
、

逃
亡
の
恐
れ
が
高
い
刑
期
三
年
以
上
の
既
決
囚
に
つ
い
て
は
内
役
を
科
す
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、「
素
ヨ
リ
敷
地
狭
隘
ニ
シ
テ
実

際

59
）

差
支
」
て
い
る
と
の
実
情
を
訴
え
て
い
る
。
刑
期
の
長
い
彼
ら
は
、
監
獄
制
度
が
で
き
あ
が
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
あ
っ
て
、
減
少

よ
り
も
増
加
の
割
合
が
高
い
の
は
明
ら
か
で
、
こ
の
問
題
が
自
然
に
解
消
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
千
葉
県
は
明
治
一
〇
年
以
降
、

監
獄
用
地
、
獄
舎
、
工
役
場
の
拡
張
・
増
設
要
求
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
長
期
受
刑
者
へ
の
対
策
が
そ
の
背
景
に
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
明
治
一
二
年
以
降
の
数
年
間
、
既
決
囚
の
数
は
減
少
傾
向
に
転
じ
る
が
、
こ
の
一
因
と
し
て
は
東
京
集
治
監
の
新
設
が
考
え

ら
れ
る
。
東
京
集
治
監
と
は
、
明
治
一
二
年
四
月
一
日
に

60
）

開
設
し
た
刑
事
施
設
で
、「
東
京
及
ヒ
近
方
各
県
ノ
囚
徒
」
を
収
容
す
る
目

的
で
建
設
さ
れ
た
内
務
省
直
轄
の
既
決
監
で
あ

61
）

っ
た
。
現
に
、
集
治
監
開
設
後
の
四
月
一
五
日
に
は
「
逓
送
規
則
」
を
定
め
る
と
と
も

に
、
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
刑
期
一
年
半
以
上
の
懲
役
囚
を
移
送
す
る
よ
う
、
内
務
省
か
ら
千
葉
県
を
含
む
関
東
近
郊
の
各
県

に
向
け
て
達
が
出
さ
れ
て

62
）

い
る
。
さ
ら
に
、
千
葉
県
が
明
治
一
二
年
六
月
二
三
日
に
起
案
し
た
文
書
に
は
、「
今
般
東
京
集
治
監
ニ
囚

徒
ヲ
送
付
可
致
旨
被
達
候
間
過
般
取
敢
送

63
）

付
候
」
と
あ
る
の
で
、
東
京
集
治
監
の
開
設
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
、
千
葉
県
は
長
期
受
刑

者
の
移
送
を
開
始
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
実
数
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
年
以
降
、
千
葉
県
に
と
っ
て
懸
案
で
あ
っ
た
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長
期
受
刑
者
の
問
題
は
解
決
に
向
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
既
決
囚
の
減
少
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

64
）

ろ
う
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
明
治
初
期
に
お
け
る
千
葉
県
の
監
獄
が
置
か
れ
た
状
況
を
三
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
制
度
が

設
計
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
が
順
調
に
運
ん
で
い
た
明
治
六
年
か
ら
同
九
年
、
過
剰
収
容
問
題
が
顕
在
化
し
た
明
治
一
〇
年
か
ら
同
一
二

年
、
お
よ
び
、
問
題
が
徐
々
に
解
消
に
向
か
う
明
治
一
二
年
か
ら
同
一
四
年
、
と
の
区
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
千
葉
県
が
抱
え
た
過
剰

収
容
問
題
と
は
、
お
そ
ら
く
同
時
期
の
他
府
県
も
同
様
で
あ
ろ

65
）

う
が
、
移
送
さ
れ
て
き
た
国
事
犯
と
、
年
々
増
加
し
て
ゆ
く
長
期
受
刑

者
と
が
主
原
因
を
な
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
千
葉
県
の
監
獄
行
政
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
色
へ
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
前
提
と
し

て
処
遇
に
関
す
る
主
だ
っ
た
出
来
事
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
【
表
四
】。

ま
ず
、
千
葉
県
の
各
種
規
則
が
何
を
母
法
と
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
県
が
ま
と
め
た
包
括
的
な
規
則
と
し
て
は
、

同
県
の
創
設
間
も
な
い
時
期
に
制
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
既
決
囚
人
取
扱
規
則
」、「
懲
役
人
満
期
放
免
並
病
囚
取
扱
ノ
事
」、「
未
決

病
囚
取
扱
ノ
事
」、「
斬
刑
処
刑
取
扱
ノ
事
」、「
囚
人
ヘ
差
入
品
制
限
」、「
未
決
監

66
）

掲
示
」
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
結
論
か
ら

い
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
旧
木
更
津
県
の
規
則
と
連
続
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
う
ち
「
未
決
病
囚
取
扱
ノ
事
」
や

「
斬
刑
処
刑
取
扱
ノ
事
」
に
つ
い
て
は
、
木
更
津
県
の
「
未
決
囚
人
取
扱

67
）

規
則
」
に
含
ま
れ
る
「
第
一
章

囚
人
疾
病
ノ
節
取
扱
心
得
」

お
よ
び
「
第
二
章

斬
刑
ノ
節
心
得
」、「
第
三
章

死
刑
ノ
節
入
用
品
」
な
ど
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
が
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、「
既
決
囚
人
取
扱
規
則
」
に
つ
い
て
は
、
木
更
津
県
の
規
則
に
比
べ
て
詳
細
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、「
懲
役
一
年

以
上
ノ
者
ハ
斬
髪
セ
シ
メ
男
ハ
前
頂
ヨ
リ
後
頂
ヘ
通
シ
巾
三
寸

68
）

ヲ
剃
」
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
既
決
囚
の
識
別
方
法
が
、
木
更
津
県
で

行
わ
れ
て
い
た
「
男
ハ
前
ヨ
リ
後
ヘ
通
シ
巾
三
寸
ノ
筋
形

69
）

剃
落
」
す
方
法
と
類
似
し
て
い
る
な
ど
、
や
は
り
木
更
津
県
の
延
長
上
に
あ

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
更
津
県
の
規
則
か
ら
の
主
な
変
更
点
と
し
て
は
、
明
治
五
年
一
一
月
に
頒
布
さ
れ
た
「
監
獄
則
並

74



表４ 千葉県監獄の処遇をめぐる主な事柄

年 月 日 出 来 事

１ 不明 「既決囚人取扱規則」「懲役人満期放免並病囚取扱ノ事」「未決病

囚取扱ノ事」「斬刑処刑取扱ノ事」「囚人ヘ差入品制限」「未決監

掲示」等を制定

２ M 8．２．20 千葉病院の医員を未決・既決監に各一名宿直させる

３ M 8．３．25「懲役人心得条則」を改定

４ M 8．５．７ 未決・既決監の被収容者に種痘を実施する方針を示す

５ M 8．６．２ 上告の権利を未決囚へ読み聞かせたいとの伺を提起

→M 8．６．９内務卿から允許される

６ M 8．６．９ 既決囚から人を選び、同囚に対して書史を講義させる

７ M 8．６ 「千葉県既決監守卒心得条件」を制定

８ M 8．10．19 既決囚を他県で作業に従事させてよいか、伺を提起

→M10．５．７内務卿が、参照すべき法令を示すとともに允許

９ M 9．３．16 既決監でのチフス発生を伝え、対応策につき伺を提起

→M 9．４．１内務卿から対策等について指示

10 M 9．11．25「役囚教授場教則並規則」を仮定

11 M 9．12．21 未決囚への読書を許可してよいか、伺を提起

→M 9．11．21内務卿から允許される

12 M10．３．８ 未決囚へ差し入れを行う場合の書式を定め、布達

13 M10．11．28 病気にかかった既決囚を親戚が引き取る場合の手続きを制定

14 M11．１．19「懲役人心得条則」を改正

15 M11．２．20 未決囚への親戚の面会を許してよいか、伺を提起

→M11．３．６内務卿から、裁判官との商議を前提に許可

16 M11．４．16「禁獄人」を自宅に預けることをやめ、監獄内で処遇する

17 M11．10．21「監獄署教授場仮規則」を仮定

18 M11．10．31 千葉病院院長の、未決囚・既決囚診察手続きを定める

19 M11．11．22「禁獄人取扱仮心得」を制定

20 M12．１．８ 「禁獄人取扱仮心得」を廃止

21 M13．１．12「懲治監」への入出願手続きを布達

22 M13．11．22「懲治監」への入出願手続きの取り扱い方を警察・監獄へ通知

23 M14．12．14「懲治監」入願手続改正

※典拠とした史料は、千葉県史編纂審議会ほか編『千葉縣史料 近代篇 明治初期』の各巻、および国

立公文書館所蔵『千葉県歴史 政治之部 監獄（明治六―一八年）』である。
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70
）

図
式
」
を
意
識
し
た
内
容
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、「
第
二
章

外
役
規
則
」
が
置
か
れ
る
な
ど
、
外
役
に
関
す
る
項
目
が
充
実

し
た
こ
と
な
ど
が
目
立
つ
。
な
お
、
千
葉
県
の
監
獄
が
木
更
津
県
の
処
遇
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
県
治
実
践
録
』

に
旧
木
更
津
県
ニ
在
ル
ノ
日
監
内
ヲ
浄
潔
ニ
シ
テ
飲
食
被
服
臥
具
其
他
一
切
ノ
事
物
ニ
細
心
注
目
セ
シ
ニ
由
ル
カ
同
県
設
置
一
年
有
半

ノ
間
囚
人
ノ
牢
獄
内
ニ
一
人
ノ
病
死
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ス
当
時
獄
吏
ノ
如
キ
モ
此
事
ヲ
世
ニ
誇
称
シ
タ

71
）

リ
キ

と
、
木
更
津
県
時
代
の
事
跡
を
誇
る
記
述
が
あ
る
こ
と
も
、
傍
証
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
い
で
、【
表
四
】
を
用
い
て
千
葉
県
の
監
獄
行
政
の
動
向
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
一
見
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
処
遇
に
関
す

る
制
度
改
革
が
明
治
八
年
か
ら
同
一
一
年
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
史
料
上
の
制
約
は
否
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
千
葉

縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
』
や
『
千
葉
県
歴
史

政
治
之
部

監
獄
（
明
治
六
｜
一
八
年
）』
か
ら
関
連
記
述
を
抽
出
し
た
限
り
に

お
い
て
は
、
そ
う
し
た
傾
向
を
み
て
と
れ
る
。
特
に
、
処
遇
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
管
轄
官
庁
で
あ
る
内
務
省
へ
伺
を
提
起
し
、

許
可
さ
れ
た
上
で
千
葉
県
が
実
施
す
る
と
い
う
例
は
、
ほ
ぼ
明
治
八
、
九
年
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
期
が
千
葉
県
に

と
っ
て
、
監
獄
制
度
の
創
設
・
改
革
期
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、『
県
治
実
践
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
明

治
一
〇
年
初
頭
は
、
ま
さ
に
千
葉
県
の
獄
制
改
革
が
一
定
の
成
果
を
得
、
軌
道
に
乗
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
一
二
年
以
降
に
な
る
と
、
獄
制
改
革
の
動
き
が
み
え
に
く
く
な
る
が
、
こ
れ
に
は
制
度
設
計
を
終
え
た
こ
と
以
外
に
も

い
く
つ
か
の
理
由
が
思
い
当
た
る
。
一
つ
に
は
、【
表
二
】
の
21
に
あ
る
よ
う
に
、
か
ね
て
か
ら
希
望
し
て
い
た
既
決
監
の
増
設
要
求

が
内
務
省
に
拒
絶
さ
れ
た

72
）

こ
と
と
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
と
刑
事
施
設
に
関
し
て
、
千
葉
県
の
要
望
が
内
務
省
に
受
け
入
れ
ら
れ

76



な
か
っ
た
の
は
本
件
が
初
め
て
だ
が
、
全
国
的
な
被
収
容
者
の
増
加
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
内
務
省
が
、
費
用
の
捻
出
を
抑
制
し
は
じ
め

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
本
章
の
前
半
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
一
〇
年
以
降
は
過
剰
収
容
問
題
が
生
じ
て
お

り
、
千
葉
県
自
身
が
こ
の
問
題
へ
の
対
処
に
労
力
を
割
か
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
最
も
大
き
な
理
由
と
し
て
、

政
府
の
施
策
が
浸
透
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
千
葉
県
は
明
治
一
一
年
四
月
一
六
日
に
「
自
今
禁
獄
処
刑
ノ

モ
ノ
ハ
監
獄
内
ヲ
区
分
シ
入
監
可
取
計
旨
」
を
達
し
て

73
）

い
る
が
、
こ
れ
は
政
府
か
ら
同
日
出
さ
れ
た

74
）

法
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
し
、

明
治
一
一
年
一
一
月
二
二
日
に
制
定
さ
れ
た
「
禁
獄
人
取
扱
仮

75
）

心
得
」
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
警
視
庁
が
定
め
た
「
禁
獄
人
取
扱

76
）

心
得
」
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
一
年
以
降
の
千
葉
県
の
獄
制
は
、
政
府
や
首
都
の
法
令
に

準
拠
す
る
場
面
が
目
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
政
府
の
法
令
や
統
一
的
な
監
獄
制
度
が
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
中
で
、
も
は
や
府
県
の
裁

量
で
、
独
自
性
の
あ
る
獄
制
改
革
を
行
う
余
地
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
政
府
の

法
令
を
、
そ
の
ま
ま
府
県
の
監
獄
に
適
用
で
き
る
段
階
に
い
た
っ
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
最
後
に
、
明
治
六
年
か
ら
同
一
一
年
に
か
け
て
千
葉
県
で
形
作
ら
れ
て
き
た
処
遇
の
特
色
に
言
及
し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
一
言
で
い
う
と
、
安
定
し
た
囚
情
と
、
懲
戒
主
義
と
は
縁
遠
い
処
遇
理
念
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
明
治

初
期
の
一
般
的
な
囚
情
を
示
す
目
的
で
、
明
治
八
年
一
〇
月
二
二
日
に
東
京
府
知
事
か
ら
内
務
卿
へ
提
出
さ
れ
た
文
書
を
掲
げ
て
み
よ

う
。囚

獄
之
儀
未
決
者
共
従
来
屡
破
牢
脱
檻
ノ
暴
挙
発
リ
懲
役
場
ニ
於
テ
ハ
近
来
月
ヲ
逐
ヒ
已
決
囚
増
加
シ
其
中
終
身
及
ヒ
十
年
之
者
ハ

無
期
永
遠
ノ

苦
ヲ
厭
ヒ
死
ヲ
急
キ
殺
死
ヲ
謀
リ
常
ニ
闘
殴
ヲ
潔
ト
シ
其
他
種
々
ノ
悪
事
陸
続
ト
シ
テ
不
絶
両
掛
ノ
者
共
看
護
警
防

向
必
至
ト
困
却
ニ
及
ビ
（

77
）

後
略
）
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こ
こ
か
ら
は
、
未
決
囚
や
長
期
受
刑
者
を
中
心
と
し
た
囚
情
の
悪
化
に
対
処
し
き
れ
て
い
な
い
東
京
府
の
姿
を
み
て
と
れ
る
。
明
治
一

〇
年
前
後
の
監
獄
は
こ
う
し
た
劣
悪
な
処
遇
環
境
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
従
来
の
一
般
的
な
見
方
で

78
）

あ
り
、
現
に
東
京
府
で
は
、
こ

の
文
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
監
獄
事
務
が
東
京
府
か
ら
警
視
庁
の
管
轄
へ
と
移
る
こ
と
に

79
）

な
る
。

と
こ
ろ
が
、
千
葉
県
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
明
治
八
年
六
月
に
定
め
ら
れ
た
「
千
葉
県
既
決
看
守
心

得
条
件
」
の
冒
頭
に

第
一
条

一
守
卒
ハ
各
役
囚
ヲ
取
扱
フ
ニ
常
ニ
仁
愛
ヲ
主
ト
シ
総
テ
掛
官
員
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
其
職
ヲ
勉
励
シ
同
勤
ノ
者
ト
協
力
シ
私
論
ヲ
以
テ

互
ニ
隔
絶
シ
又
ハ
誹
謗
ス
ル
等
ノ
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

第
二
条

一
守
卒
ハ
各
役
囚
ヘ
対
シ
聊
カ
タ
リ
ト
モ
権
威
ケ
間
敷
挙
動
ハ
勿
論
何
体
ノ
事
之
ア
ル
ト
モ
決
シ
テ
殴
打
等
ス
ヘ
カ

80
）

ラ
ス
（
後
略
）

と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、「
仁
愛
」
を
旨
と
す
る
処
遇
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
県
治
実
践
録
』
に
あ
る
「
外
役
先
ヨ
リ
逃
走

ス
ル
モ
ノ
毎
年
或
ハ
三
五
名
ア
ル
ヲ
見
ル
（
中
略
）
抑
置
県
以
来
未
決
監
ヨ
リ
一
人
ノ
逃
亡
ス
ル
者
ナ
ク
既
決
囚
ノ
外
役
先
ヨ
リ
数
人

逃
走
ス
ル
ア
ル
モ
随
テ
亡
ス
レ
ハ
随
テ
捕
ラ
ヘ
且
未
タ
反
獄
越
獄
ノ
暴
挙
ア
ル
ニ
遭
ハ

81
）

サ
ル
」
と
の
表
記
は
、
明
治
一
〇
年
に
い
た
る

ま
で
、
千
葉
県
の
囚
情
が
い
た
っ
て
平
穏
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
被
収
容
者
に
対
す
る
こ
う
し
た
眼
差
し
と
安
定
し
た
囚
情

は
、
当
該
期
に
お
け
る
千
葉
県
の
一
貫
し
た
特
色
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
最
た
る
例
と
し
て
、
監
獄
内
で
の
教

育
制
度
を
取
り
上
げ
た
い
。
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『
県
治
実
践
録
』
に
「
既
決
囚
ハ
休
暇
日
必
ス
教
導
職
ヲ
引
キ
説
教
ヲ
聴
聞
セ
シ
メ
又
日
々
工
役
ノ
余
暇
ニ
於
テ
読
書
算
術
ヲ
習
ハ

82
）

シ
ム
」
と
あ
る
よ
う
に
、
千
葉
県
で
は
明
治
八
年
六
月
以
来
、
既
決
囚
に
対
し
て
書
物
の
講
読
を
行
う
な
ど
の
教
育
を
施
し
て

83
）

お
り
、

こ
れ
は
明
治
九
年
一
一
月
の
「
役
囚
教
授
場
教
則
並

84
）

規
則
」、
明
治
一
一
年
一
〇
月
二
一
日
の
「
監
獄
署
教
授
場
仮

85
）

規
則
」
へ
と
発
展

し
て
ゆ
く
。
こ
の
う
ち
「
役
囚
教
授
場
教
則
並
規
則
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
明
治
九
年
三
月
に
東
京
府
下
の
刑
事
施

設
で
定
め
ら
れ
た
「
囚
人
教
授
方
仮

86
）

規
則
」
の
系
譜
を
ひ
く
少
年
囚
教
化
の
一
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

87
）

る
が
、
千
葉
県
下
の
監
獄
で

行
わ
れ
た
教
育
は
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
独
自
の
展
開
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
教
育
の
対
象
や
内
容
か
ら
み
て
と

れ
る
。「
役
囚
教
授
場
教
則
並
規
則
」
は
、
教
育
対
象
を
原
則
と
し
て
二
五
歳
未
満
の
既
決
囚
と
し
て
お
り
、
確
か
に
こ
れ
は
少
年
囚

に
向
け
ら
れ
た
制
度
と
の
理
解
で
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
二
年
後
に
定
め
ら
れ
た
「
監
獄
署
教
授
場
仮
規
則
」
で
は
、

第
一
条

教
授
場
生
徒
ハ
懲
役
一
年
以
上
ノ
刑
ヲ
受
ル
者
ハ
年
齢
並
在
学
年
期
ヲ
定
メ
ス
就
学
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

但
懲
役
一
年
以
下
ノ
者
ト
雖
モ
情
願
ニ
因
リ
入
学
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

と
の
項
目
が
置
か
れ
、
原
則
と
し
て
刑
期
一
年
以
上
の
全
て
の
既
決
囚
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
か
つ
多
彩

な
教
科
設
定
、
六
級
か
ら
一
級
ま
で
の
進
級
・
卒
業
、
日
曜
日
・
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
の
授
業
、
あ
る
い
は
四
ヶ
月
ご
と
の

大
試
験
な
ど
、
あ
た
か
も
学
校
で
あ
る
か
の
よ
う
に
精
緻
な
課
程
が
組
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
同
県
で
は
既
決
囚
へ
の
教
育
を
、
学

務
、
つ
ま
り
教
育
行
政
を
担
当
す
る
県
庁
の
第
五
課
が
所
管
し
て

88
）

い
た
。
千
葉
県
の
ご
と
く
、
原
則
と
し
て
全
て
の
長
期
受
刑
者
に
体

系
的
な
教
育
を
施
し
、
さ
ら
に
監
獄
内
で
の
教
育
を
、
一
般
の
教
育
行
政
を
管
轄
す
る
部
署
が
担
っ
た
例
は
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
は
監
獄
を
教
育
の
場
と
捉
え
る
同
県
独
自
の
姿
勢
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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千
葉
県
に
と
っ
て
、
監
獄
で
の
教
育
の
主
眼
は
「
其
要
非
ヲ
悔
ヒ
善
ニ
遷
リ
兼
テ
才
芸
ヲ
長
シ
刑
期
満
ル
ノ
後
自
営
ノ
道
ヲ
タ
テ
シ

89
）

ム
ル
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
理
念
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
制
度
は
、
囚
情
不
安
に
対
応
す
る
形
で
既
決
囚
へ
の
「
懲
戒
」
へ
と

傾
斜
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
監
獄
に
あ
っ
て
、
極
め
て
異
色
の
試
み
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

四

結

語

本
稿
で
は
、
断
片
的
な
が
ら
も
千
葉
県
に
お
け
る
監
獄
制
度
の
発
展
過
程
を
追
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
当
地
に
自
由
刑
が
定
着
し

た
の
は
、
明
治
四
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
木
更
津
、
印
旛
、
新
治
三
県
の
も
と
、
明
治
五
、
六
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
三
県
を
継
い
で
成
立
し
た
千
葉
県
で
は
、
旧
木
更
津
県
の
規
則
を
も
と
に
、
明
治
一
一
年
に
か
け
て
制
度
設
計
を
試
み
て

い
る
。

そ
こ
で
千
葉
県
が
描
い
た
監
獄
制
度
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
一
般
的
な
説
明
と
は
や
や
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
た
。
当
時
広
く

問
題
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
過
剰
収
容
や
、
こ
れ
に
伴
う
囚
情
不
安
が
、
千
葉
県
で
は
ご
く
限
定
的
で
あ
り
、
明
治
初
期
を
通
じ

て
、「
仁
愛
」
を
基
調
と
し
、
既
決
囚
の
教
育
を
重
視
す
る
処
遇
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

地
理
的
に
東
京
に
近
く
最
新
の
法
令
を
受
容
し
や
す
か
っ
た
こ
と
、
東
京
集
治
監
の
設
置
に
よ
っ
て
過
剰
収
容
問
題
を
回
避
で
き
た

こ
と
、
あ
る
い
は
柴
原
和
県
令
の
指
導
な
ど
、
そ
の
原
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
初
期
の
監
獄
行
政
、

さ
ら
に
は
そ
こ
で
の
被
収
容
者
に
対
す
る
官
員
の
意
識
が
、
府
県
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
、
千
葉
県
の
事
例
で
改
め
て
示
せ

た
よ
う
に
思
う
。
今
後
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
問
題
意
識
の
も
と
、
千
葉
県
の
監
獄
行
政
を
さ
ら
に
幅
広
く
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
一

方
、
そ
の
他
の
府
県
に
つ
い
て
も
実
態
を
捉
え
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
監
獄
制
度
の
展
開
に
つ
き
、
よ
り
正
確
な
把
握
を
試

み
た
い
と
考
え
る
。
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１
）

千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』（
千
葉
県
、
一
九
七
二
年
三
月
）
三
一
頁
。

２
）

柴
原
和
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
我
部
政
男
・
広
瀬
順
皓
編
『
国
立
公
文
書
館
所
蔵

勅
奏
任
官
履
歴
原
書
・
上
巻

｜
転
免
病
死
ノ
部

｜
』（
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
六
月
）
五
一
三
頁
以
下
、
千
葉
県
文
書
館
編
『
初
代
県
令
柴
原
和
と
そ
の
時
代
』（
千
葉
県
文
書
館
、
一
九
九

三
年
六
月
、
小
冊
子
）
な
ど
を
参
照
。

３
）

千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』（
千
葉
県
、
一
九
七
〇
年
一
月
）
三
二
五
頁
以
下
。
そ
の
刊
行

趣
旨
に
つ
い
て
は
、
同
書
三
二
五
｜
三
二
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

４
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
三
二
頁
。

５
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
五
六
｜
五
七
頁
。

６
）

拙
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
山
口
県
監
獄
の
生
成
と
展
開
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
九
五
号
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）
四
五
頁
以

下
。

７
）

筆
者
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
監
獄
制
度
の
展
開
｜
｜
西
洋
の
監
獄
制
度
と
の
出
会
い
と
そ
の
受
容

｜
｜
」（『
刑
政
』
第
一
一
九
巻
第
一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
七
四
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
二
〇
〇

六
年
度
第
三
六
回
明
治
維
新
史
学
会
大
会
報
告
「
明
治
初
期
に
お
け
る
地
方
監
獄
の
成
立
と
展
開
」（
二
〇
〇
六
年
六
月
一
一
日
、
於
専
修

大
学
）
に
お
い
て
示
し
た
も
の
で
、
本
稿
も
、
同
報
告
で
提
示
し
た
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
事
例
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

８
）

本
稿
で
「
明
治
初
期
」
と
表
記
す
る
場
合
、
明
治
元
年
か
ら
同
一
四
年
ま
で
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
明
治
一
四
年
三

月
に
府
県
の
監
獄
官
制
が
統
一
さ
れ
（
内
閣
官
報
局
編
『
法
令
全
書

明
治
十
四
年
』
一
七
九
頁
以
下
）、
同
年
九
月
に
は
監
獄
則
が
改
定

さ
れ
る
（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』（
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
二
月
復
刻
）
一
六
二
頁
以
下
）

な
ど
、
こ
の
頃
か
ら
、
政
府
に
よ
る
地
方
監
獄
へ
の
統
制
が
強
ま
っ
て
ゆ
く
た
め
で
あ
る
。

９
）

明
治
初
期
に
お
け
る
地
方
監
獄
の
状
況
を
扱
っ
た
研
究
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
基
本
文
献
と
し
て
は
、
各
府
県
の
県
史
、
警
察
史
が
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挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
矯
正
の
関
係
者
・
関
係
部
局
が
ま
と
め
た
刑
事
施
設
の
沿
革
史
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
。
千
葉
県
に
関
し
て

は
、『
千
葉
県
警
察
史

第
一
巻
』
三
八
四
｜
四
〇
三
頁
に
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
が
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
他
に
め

ぼ
し
い
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

10
）

例
え
ば
、
千
葉
県
編
『
千
葉
県
史
明
治
編
』（
千
葉
県
、
一
九
六
二
年
八
月
）
二
九
七
｜
二
九
八
頁
、
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
所
収
石
井
良
助
「
史
料
解
説
」
六
頁
、
お
よ
び
前
掲
『
初
代
県
令
柴
原
和
と
そ
の
時
代
』
五
頁
な
ど
。

11
）

明
治
六
年
六
月
一
五
日
、
木
更
津
・
印
旛
両
県
が
廃
止
さ
れ
、
千
葉
県
が
設
置
さ
れ
た
（
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期

三
』
一
頁
）。

12
）

既
決
囚
を
一
定
の
施
設
に
隔
離
・
拘
禁
し
て
労
役
を
科
す
と
い
う
特
徴
を
も
つ
と
は
い
え
、
一
八
世
紀
以
来
の
伝
統
に
根
ざ
し
、
あ
る

い
は
「
律
」
の
規
定
を
前
提
と
し
た
刑
罰
に
対
し
て
、
自
由
刑
と
の
表
現
を
あ
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
り
厳
密
な
検
討
が
必
要
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
刑
罰
を
総
称
す
る
際
、
便
宜
的
に
自
由
刑
と
の
表
現
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
刑
罰
の
種
類
を
示
す

必
要
が
あ
る
時
に
は
、
徒
刑
、
懲
役
刑
な
ど
個
別
の
名
称
を
掲
げ
た
。

13
）

石
井
進
・
宇
野
俊
一
編
『
千
葉
県
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
二
六
八
｜
二
七
一
頁
。

14
）

前
掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
六
九
｜
二
七
二
頁
。

15
）

前
掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
七
二
頁
、
お
よ
び
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
一
頁
。

16
）

前
掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
七
三
頁
。

17
）

内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一
編
』（
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
二
月
復
刻
）
一
二
九
頁
以
下
。

18
）

手
塚
豊
『
明
治
刑
法
史
の
研
究
（
上
）』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
四
年
三
月
）
所
収
「
国
家
的
刑
罰
権
と
非
国
家
的
刑
罰
権
｜
｜
明
治
前

期
の
場
合
に
関
す
る
一
未
定
稿
｜
｜
」
二
〇
三
｜
二
〇
六
頁
。

19
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一
編
』
二
五
六
頁
以
下
。

20
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
〇
七
頁
。
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21
）

な
お
、
本
文
で
触
れ
た
以
外
に
も
、
単
行
法
令
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
由
刑
の
採
用
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治

元
年
に
刑
事
裁
判
の
準
則
と
し
て
「
仮
刑
律
」（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一
編
』
五
五
頁
以
下
）
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
政
府
直
轄
の
府
県
に
お
い
て
徒
刑
が
採
用
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
従
来
の
追
放
刑
・
所
払
を
徒
刑

に
換
え
る
旨
の
法
令
（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一
編
』
一
四
頁
）
も
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
年

一
一
月
に
は
流
刑
を
停
止
し
て
徒
刑
に
換
え
る
「
準
流
法
」（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
二
九
頁
）
が
、

そ
し
て
明
治
五
年
三
月
に
は
笞
杖
刑
を
短
期
の
懲
役
刑
に
換
え
る
「
懲
役
法
」（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一

編
』
一
九
八
頁
以
下
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
明
治
五
年
一
一
月
に
「
監
獄
則
並
図
式
」（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
六
二
頁
以
下
）
が
頒
布
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
六
年
ま
で
に
は
、
刑
事
施
設
で
の
処
遇
へ
も
徐
々
に
目
が
向
け
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

22
）

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
用
い
た
主
な
史
料
は
、
千
葉
縣
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』（
千
葉
縣
、

一
九
六
八
年
三
月
）、
お
よ
び
財
団
法
人
刑
務
協
会
編
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿

下
』（
財
団
法
人
矯
正
協
会
、
一
九
四
三
年
七
月
発
行
、
一

九
七
四
年
一
二
月
復
刻
）
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
刑
事
施
設
に
関
す
る
記
述
の
一
部
は
、
前
掲
『
千
葉
県
警
察
史
』
三
九
三
頁
に
表
と
し

て
ま
と
め
て
あ
る
。

23
）

前
掲
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿

下
』
三
九
六
｜
三
九
七
頁
。

24
）

一
宮
県
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』
一
八
六
頁
、
宮
谷
県
に
つ
い
て
は
同
書
二
一
九
｜
二
二
一

頁
、
松
尾
県
に
つ
い
て
は
同
書
三
〇
七
｜
三
一
〇
頁
、
鶴
牧
県
に
つ
い
て
は
同
書
三
五
五
頁
、
鶴
舞
県
に
つ
い
て
は
同
書
四
一
一
頁
、
菊
間

県
に
つ
い
て
は
千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』（
千
葉
県
、
一
九
六
九
年
三
月
）
八
二
頁
。

25
）

館
山
県
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』
五
頁
、
加
知
山
県
に
つ
い
て
は
同
書
五
七
｜
五
八
頁
、
花
房

県
に
つ
い
て
は
同
書
七
一
頁
、
桜
井
県
に
つ
い
て
は
同
書
九
一
頁
、
久
留
里
県
に
つ
い
て
は
同
書
一
〇
六
頁
。

26
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』
五
七
｜
五
八
頁
。

明治初期における千葉県監獄の展開83



27
）

前
掲
『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
六
九
頁
で
は
、
戊
辰
戦
争
の
戦
域
な
ど
と
の
関
係
か
ら
、
安
房
・
上
総
と
下
総
と
で
、
明
治
維
新
以
降
に

与
え
ら
れ
た
位
置
づ
け
が
異
な
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
自
由
刑
の
よ
う
な
政
府
施
策
の
浸
透
度
合
い
の
相
違
に
関
し
て

も
、
こ
う
し
た
位
置
づ
け
の
違
い
を
も
と
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

28
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』
三
一
〇
頁
。

29
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
一
』
三
五
五
頁
。

30
）

自
由
刑
の
「
本
格
的
な
」
開
始
と
は
、
単
に
刑
名
と
し
て
で
は
な
く
、
自
由
刑
と
し
て
の
実
質
を
備
え
た
こ
と
を
示
す
意
図
で
用
い
た

表
現
で
あ
る
。
そ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
①
自
由
刑
に
処
さ
れ
た
既
決
囚
の
存
在
と
、
そ
の
著
し
い
増
加
を
確
認
で
き

る
こ
と
、
②
彼
ら
を
隔
離
・
拘
禁
す
る
こ
と
の
可
能
な
施
設
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
処
遇
に
関
す
る
法
令
・
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
を
考
慮
し
た
。

31
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
五
三
｜
一
五
八
頁
。

32
）

規
則
の
表
題
に
あ
る
「
懲
役
場
」、「
懲
役
人
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
、
前
掲
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿

下
』
一
〇
九
〇
、
一
〇
九
六

頁
に
は
「
徒
場
」、「
徒
人
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
一
致
を
み
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期

二
』
へ
原
史
料
を
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
一
定
の
判
断
と
処
理
を
行
っ
た
こ
と
が
、
同
書
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
石
井
良
助
氏
に
よ
る
「
史
料

解
説
」
の
四
頁
以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。

33
）

こ
の
施
設
は
、
厳
密
に
は
刑
部
省
囚
獄
司
の
直
轄
施
設
で
あ
っ
て
、
明
治
四
年
二
月
の
段
階
で
は
東
京
府
の
管
轄
下
に
は
な
い
。
た
だ

し
、
明
治
四
年
八
月
に
囚
獄
司
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
運
営
は
東
京
府
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
、
二
頁
）。

34
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
四
〇
｜
四
一
頁
。

35
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
八
二
頁
。

36
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
八
二
頁
。

84



37
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
二
八
二
｜
二
八
六
頁
。

38
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
六
〇
、
二
二
九
頁
。

39
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
六
一
頁
。

40
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
二
八
九
頁
。

41
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
六
一
頁
に
は
、「
野
々
木
村
浄
蓮
寺
下
総
国

印
旛
郡

ニ
懲
役
場
ヲ
仮
設
ス
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
千
葉
県
流
山
市
野
々
下
に
、
浄
蓮
寺
と
い
う
同
名
の
寺
院
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
同
じ
場
所
・
施
設
を
指
し
て
い

る
も
の
と
考
え
た
。

42
）

前
掲
『
国
立
公
文
書
館
所
蔵

勅
奏
任
官
履
歴
原
書
・
上
巻

｜
転
免
病
死
ノ
部
｜
』
五
一
三
頁
。

43
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
所
収
石
井
良
助
「
史
料
解
説
」
七
頁
。

44
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
二
八
八
｜
二
八
九
頁
。

45
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
二
二
九
頁
。

46
）

前
掲
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿

下
』
三
九
六
｜
三
九
七
頁
。

47
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
八
〇
四
頁
。

48
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
八
〇
六
｜
八
〇
七
頁
。

49
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
七
九
七
｜
七
九
八
頁
。

50
）

神
崎
直
美
『
近
世
日
本
の
法
と
刑
罰
』（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
所
収
「
土
浦
藩
の
徒
罪
」
九
五
頁
以
下
。

51
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
五
六
頁
。

52
）

こ
う
し
た
政
府
の
方
針
に
つ
き
、
例
え
ば
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
所
収
「
国
事
犯
処
刑
人
発
配
ニ
依
リ
府
県
監
獄
等
増
築
費

支
出
方
伺
」（
請
求
記
号

本
館

2A
／
010-00／

公-02066-100／
026200／

0477

）
な
ど
。

53
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
一
〇
四
頁
。
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54
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
一
〇
四
頁
。

55
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
一
〇
四
頁
。

56
）

千
葉
県
企
画
部
県
民
課
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』

千
葉
県
、
一
九
七
六
年
三
月
）
六
五
頁
。

57
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
四
巻

刑
法
門
一

第
一
編
』
二
七
一
頁
以
下
。

58
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
六
五
頁
。

59
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
六
五
頁
。

60
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
四
頁
。

61
）

東
京
集
治
監
の
開
設
理
由
に
つ
い
て
、
例
え
ば
前
掲
『
公
文
録
』
所
収
「
東
京
府
下
小
菅
村
ヘ
監
獄
設
置
伺
」（
請
求
記
号

本
館

2A
／
010-00／

公-02290-100／
029200／

1330

）
な
ど
。

62
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
二
七
五
頁
以
下
。

63
）

千
葉
県
企
画
部
広
報
県
民
課
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
七
』（
千
葉
県
、
一
九
八
七
年
三
月
）
四
〇
頁
。

64
）

た
だ
し
、
こ
の
理
由
だ
け
で
は
、
明
治
一
二
年
以
降
に
未
決
囚
の
数
も
大
幅
な
減
少
を
み
せ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
ま

た
、
明
治
一
五
年
以
降
、
既
決
囚
・
未
決
囚
と
も
増
加
に
転
じ
て
い
る
背
景
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
明
治
一
五
年
以
降
に
お
け
る

被
収
容
者
の
変
動
理
由
を
考
察
す
る
上
で
は
、
新
た
な
刑
法
や
監
獄
則
の
施
行
な
ど
従
来
と
は
異
な
る
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

65
）

改
定
律
例
」
の
施
行
以
後
、
各
地
で
被
収
容
者
が
急
増
し
て
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て

言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
例
え
ば
前
掲
『
近
世
行
刑
史
稿

下
』
四
四
五
頁
以
下
。

66
）

い
ず
れ
も
、
前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
四
一
｜
五
一
頁
。

67
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
五
三
｜
一
五
五
頁
。

68
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
四
二
頁
。
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69
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
二
』
一
五
七
頁
。

70
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
六
二
頁
以
下
。

71
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
五
七
頁
。

72
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
七
』
三
一
頁
。

73
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
五
二
頁
。

74
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
四
二
頁
。

75
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
六
一
頁
。

76
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
二
五
頁
。

77
）

前
掲
『
公
文
録
』
所
収
「
東
京
府
囚
獄
並
懲
役
ノ
事
務
警
視
庁
ヘ
管
理
替
伺
」（
請
求
記
号

本
館

2A
／
009-00／

公-01544-100／

018800／
0616

）

78
）

前
掲
『
近
世
行
刑
史
稿

下
』
四
四
五
頁
以
下
。

79
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
三
頁
。

80
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
六
二
五
頁
。

81
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
五
六
｜
五
七
頁
。

82
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
五
』
五
七
頁
。

83
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
三
』
四
五
六
頁
。

84
）

千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
四
』（
千
葉
県
、
一
九
七
一
年
三
月
）
二
七
〇
｜
二
七
三
頁
。

85
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
五
三
｜
六
〇
頁
。

86
）

前
掲
『
法
規
分
類
大
全

第
五
七
巻

治
罪
門
二

第
一
編
』
一
二
四
頁
。

87
）

重
松
一
義
『
図
鑑
日
本
の
監
獄
史
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
四
月
）
四
九
頁
。
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88
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
四
』
六
五
六
頁
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
制
度
が
い
つ
ま
で
存
続
し
て
い
た
か
、
ま
た
ど
の

程
度
の
実
効
性
を
有
し
て
い
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

89
）

前
掲
『
千
葉
縣
史
料

近
代
篇

明
治
初
期
六
』
五
九
頁
。
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